
11
月
定
例
会
に
お
け
る�

質
疑
・
質
問
か
ら�

国
政
政
党
の
党
首
に
は
、

国
全
体
、
国
民
全
体
の
利
益

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
知
事
に
は
、
他
府
県
で
は

な
く
、
県
民
の
利
益
が
最
大
限
に

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
考
え
、
行
動

す
る
義
務
と
責
務
が
あ
り
ま
す
。

国
益
と
県
益
が
ぶ
つ
か
る
場
合

や
他
府
県
と
本
県
の
利
益
が
相
反

す
る
場
合
、
党
首
と
知
事
の
立
場

を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
、
ど
ち

ら
の
利
益
を
優
先
さ
せ
、
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

県
民
は
、
国
政
で
は
な
く
、
滋

賀
県
政
を
運
営
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
嘉
田
知
事
を
選
挙
で
選
び

ま
し
た
。
山
積
す
る
県
政
課
題
の

解
決
も
未
だ
途
上
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
政
に
関
与
す
る
こ

と
は
、
無
責
任
で
あ
り
、
県
民
へ

の
裏
切
り
で
あ
る
と
の
声
が
出
て

も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。知
事
は
、

県
民
や
市
町
長
に
、
ど
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

国
政
で
は
見
え
な
い
政
策

を
地
方
自
治
の
現
場
か
ら
提

案
で
き
、
国
や
他
府
県
に
反
映
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答 知
事
の
政
治
姿
勢

国
政
政
党
の
代
表
を
兼
ね
る
こ

と
は
、
県
政
の
課
題
を
解
決
す
る

と
い
う
、
知
事
の
責
務
を
果
た
す

こ
と
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。県
民
へ
の
説
明
が
な
い
ま
ま
、

新
党
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
私

の
思
い
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
民
目
線
か
ら
す
れ
ば
、

公
務
と
党
務
の
兼
務
に
は
無

理
が
あ
り
ま
す
。
党
務
は
休
日
と

夜
間
に
行
う
と
い
う
知
事
の
発
言

と
、
そ
の
後
の
結
果
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
県
政
に

影
響
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

公
務
を
優
先
し
て
、
県
民
の
た
め

に
働
く
こ
と
は
、
物
理
的
に
不
可

能
で
は
な
い
で
す
か
。
知
事
と
党

首
の
活
動
が
同
時
刻
に
競
合
す
れ

ば
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。

二
つ
の
顔
の
あ
る
人
が
場
当
た

り
的
な
発
言
を
す
れ
ば
、
関
係
者

は
混
乱
し
、
政
治
色
を
前
面
に
出

せ
ば
、
滋
賀
県
そ
の
も
の
が
政
策

的
に
偏
重
し
て
い
る
と
国
に
受
け

と
ら
れ
ま
す
。
同
一
人
物
が
中
立

的
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
党
の
主
張

を
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ま
す

が
、
知
事
の
言
わ
れ
る
使
い
分
け

が
現
実
に
で
き
る
の
か
伺
い
ま

す
。

今
回
の
選
挙
は
例
外
で
あ

り
、
今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
電
話
な
ど
で
公
務
と
党
務

を
使
い
分
け
、
と
も
に
遂
行
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
自
分
の
睡
眠

時
間
を
削
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
軸
足
は
滋
賀
県

で
あ
り
、
知
事
の
公
務
を
優
先
し

ま
す
。

知
事
に
は
、
各
種
会
議
や

行
事
へ
の
参
加
、
県
庁
組
織

ト
ッ
プ
と
し
て
の
政
策
立
案
や
協

議
な
ど
様
々
な
公
務
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
有
事
の
際
に
は
指
揮
命
令
を

担
う
司
令
塔
で
も
あ
り
ま
す
。

知
事
と
国
政
政
党
の
党
首
の
兼

職
は
、
政
治
的
、
法
律
的
、
物
理

的
な
ど
様
々
な
限
界
が
あ
り
、
知

事
職
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
県
民
の
利
益
に
つ
な

が
ら
な
い
と
危
惧
し
ま
す
。
知
事

と
党
首
を
、
兼
職
す
る
効
果
と
県

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
は
滋
賀
県
の

要
望
に
対
し
、
国
も
耳
を
傾
け
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
野
党

の
党
首
と
い
う
肩
書
き
が
付
く
こ

と
に
な
れ
ば
、
国
の
対
応
も
異
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
滋
賀
県
へ

の
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。

知
事
は
、
党
首
と
の
兼
職
の
メ

リ
ッ
ト
を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

問

問 答
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提案説明� 採　決�

　滋賀県議会は、11月定例会を11月29日から12月26日までの28日間の会
期で開きました。
 11月定例会では、「滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案」を
始めとする議員提出議案７件と「平成24年度滋賀県一般会計補正予算
（第５号）」を始めとする知事提出議案47件が上程されました。
　これらを審議した結果、いずれも原案のとおり可決、承認または同意し
たほか、９月定例会において継続審議とされていた「平成23年度滋賀県
一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて」
ほか３件を認定しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項につい
て審査および調査を行いました。
●平成24年度一般会計補正予算を可決�
　国の経済対策に伴う公共事業費などを盛り込んだ一般会計補正予算
を可決しました。
　補正予算には、土地改良や河川関係の公共事業費、子育て支援にか
かる環境整備費、原子力災害時の放射性物質の拡散状況を予測する国
のシステム「ＳＰＥＥＤＩ」の予測結果を受信するための設備整備費など
２億4,000万円、国の経済危機対策により設立した基金の積み増し、河
川関係などの公共事業費や介護福祉士等の養成・確保のための事業費
の追加など45億1,306億円が計上されています。�
●滋賀県中小企業の活性化の推進に関する条例案を可決�
　中小企業の活性化を推進することにより、本県経済と社会の発展に
寄与することを目的として、中小企業の活性化に関する基本理念や施
策の基本となる事項を定めた「滋賀県中小企業の活性化の推進に関す
る条例案」を可決しました。

●知事と国政政党の役職の兼務解消を求める決議案を可決�
　知事に対し、速やかに知事と国政政党の役職の兼務を解消すること
を強く求める決議案を、賛成多数で可決しました。

知事と国政政党の役職の兼務解消を求める決議（抜粋）
　知事職は激務であり、諸会合については、現状でも副知事の代理出

席とならざるをえないところ、今後も政党用務が続くことになれば、

知事本人の出席の機会が更に少なくなり、県民の期待に応えられなく

なるとともに、庁内執務についても、十分な協議のための時間確保が

困難となり、県政運営に支障を来すことが予想される。

　また、国会および県議会が政党を中心として構成、運営されている

ことからすれば、知事がその重要な役職に就き、特定の政党色を鮮明

にすることは、得られる効果よりも県益を損ねることの方がはるかに

多いと危惧される。

　もとより、知事の政治活動が禁止され、または執務時間が拘束され

ているものではないことは当然であるが、滋賀県民141万人の明日を預

かる知事として、今回の両者の兼務は、あまりにも異常な事態である。

　よって、本議会は、嘉田由紀子知事に対し、速やかに知事と国政政

党の役職の兼務を解消するよう、強く求める。



結果番　　号 件　　　　　　　　名

決議第４号
意見書第24号
意見書第25号
意見書第26号

知事と国政政党の役職の兼務解消を求める決議案
防災・減災体制再構築推進基本法（仮称）の制定を求める意見書案
メタンハイドレートの実用化を求める意見書案
生活保護に関する意見書案

可決
可決
可決
可決

11月定例会で審議した決議・意見書

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
事
業
費

や
人
件
費
の
見
直
し
、
歳
入
面
に

お
い
て
は
、
財
政
対
策
的
な
県
債

の
発
行
や
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
、
県
有
財
産
の
売
却
等
に
よ

り
歳
入
歳
出
両
面
で
の
対
応
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
は
、
財
源
不
足

の
拡
大
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
予
算
編
成
の
中
で

的
確
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

国
は
、
今
年
の
10
月
末
に

原
子
力
災
害
対
策
指
針
を
策

定
し
、
緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す

べ
き
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
を
お
お
む

ね
30
㎞
に
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
立
地
県
内

で
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
被
害
地
元

と
電
力
事
業
者
の
安
全
協
定
を
国

が
示
す
30
㎞
に
拡
大
す
る
こ
と
は
、

原
子
力
事
業
者
の
社
会
的
責
任
の

観
点
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
事
業
者
が
長
浜
市
と

の
安
全
協
定
の
締
結
を
今
な
お
渋

る
こ
と
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
く

住
民
が
多
く
、
事
業
者
の
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
に
対
す
る
安
全
性

を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な

安
全
対
策
の
仕
組
み
の
構
築
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

任
意
の
取
組
で
あ
る
安
全

協
定
以
外
に
明
確
な
形
で
の

仕
組
み
が
存
在
し
な
い
と
い
う
現

状
は
、
制
度
と
し
て
必
ず
し
も
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
連
携
協
力
体
制
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て
引
き

続
き
強
く
働
き
か
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

中
小
企
業
は
日
本
経
済
の

根
幹
で
あ
り
、
滋
賀
県
に
お

い
て
も
経
済
・
暮
ら
し
の
担
い
手

で
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

中
小
企
業
の
活
性
化
の
推
進
に

関
す
る
条
例
が
県
民
の
期
待
に
応

え
、
実
効
性
の
あ
る
条
例
と
な
る

た
め
に
は
、
県
と
市
町
の
連
携
強

化
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
ま
す
。
特
に
、
市
町
に
よ
る

振
興
施
策
が
不
可
欠
で
す
。

現
場
に
最
も
近
い
市
町
と
の
連

携
を
条
例
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
活
性
化
の
推

進
に
関
す
る
条
例
は
、
市
町

が
中
小
企
業
の
活
性
化
の
た
め
の

施
策
を
策
定
・
実
施
す
る
に
当
た

っ
て
、
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言
、

支
援
を
行
う
こ
と
を
県
の
責
務
と

し
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
町
の
意
見
を
反
映
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
旨
も
規
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
と
ら
え

て
、
市
町
の
中
小
企
業
活
性
化
施

策
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

働
き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
や

職
業
系
専
門
学
科
を
希
望
す

る
生
徒
が
減
少
す
る
中
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
生
徒
が
増
加
す

る
な
ど
、
定
時
制
・
通
信
制
課
程

の
役
割
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
や
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
県
立
高
等
学
校
の

再
編
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
編
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

実
情
に
配
慮
し
、
計
画
的
な
予
算

措
置
を
行
い
、
計
画
内
容
を
周
知

し
て
発
展
的
に
再
編
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
環
境
の
在
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
、
所
見
と
対
応
を
伺
い
ま

す
。

高
校
に
入
学
を
希
望
す
る

全
て
の
子
供
た
ち
が
、
ど
の

地
域
に
お
い
て
も
主
体
的
に
学
校

を
選
択
で
き
る
状
況
を
つ
く
る
こ

と
こ
そ
が
、
社
会
の
変
化
を
見
据

え
た
教
育
環
境
の
在
る
べ
き
姿
と

考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
少
し

で
も
早
く
提
供
す
る
た
め
、
県
立

高
等
学
校
再
編
計
画
を
12
月
中
に

策
定
し
、
対
象
校
の
教
育
方
針
、

教
育
目
標
、
教
育
課
程
等
に
つ
い

新
生
美
術
館
構
想
が
持
ち

上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
の
近
代
美
術
館
の
運
営
理
念
を

基
本
か
ら
見
直
し
、
再
ス
タ
ー
ト

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
県

立
近
代
美
術
館
を
取
り
巻
く
状
況

は
激
変
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

琵
琶
湖
文
化
館
の
老
朽
化
と
預

か
っ
て
い
る
仏
像
な
ど
の
収
蔵
問

題
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と

が
発
端
と
な
っ
て
新
生
美
術
館
計

画
が
持
ち
上
が
り
、
そ
の
流
れ
の

中
に
、
突
然
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ

ッ
ト
が
加
わ
り
、「
美
の
滋
賀
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
歩

き
出
し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

施
設
が
不
要
と
は
言
い
ま
せ
ん

が
、
文
化
の
発
信
に
は
ま
ず
「
箱

モ
ノ
」
が
必
要
と
い
う
発
想
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
近
代
美
術
、
仏
像
、
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
３
分
野
を

一
堂
に
集
め
る
施
設
を
つ
く
る
の

は
理
解
し
に
く
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
計
画
は
、
時

期
、費
用
、内
容
等
を
含
め
て
ベ
ス

ト
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

内
容
、
時
期
、
費
用
な
ど
、

計
画
の
全
体
を
示
す
中
で
、

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

後
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
よ
り
良
い
計
画
と
な
る
よ

う
、
更
に
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

中
小
企
業

新
生
美
術
館
・
美
の
滋
賀

教
　
　
　
育

防
災
・
減
災
対
策

問答

問答

問答

滋賀県議会だより 平成25年（2013年）１月13日（日） 2第 65 号

こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒520-8577 大津市京町4－1－1 滋賀県議会事務局　議事調査課　政務調査室　TEL 077-528-4094 FAX 077-528-4940 Ｅメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

この広報紙は502,000部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は1部当たり６円です。

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
議会ホームページでは、定例会情報、議員紹介、会議録検索のほか、各常任委員

会や特別委員会の活動状況などを掲載しています。
滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/

Twitter（ツイッター）により議会の開催等の情報を発信しています。
滋賀県議会ツイッター （アカウント名　@shigakengikai）

●テレビ放送の御案内
本年度から、びわ湖放送で県議会広報番組「県議会ダイジェスト」を放送していま
す。各定例会の代表質問と一般質問の模様を、解説を交えて約１時間にわたり放送し
ています。どうぞ御覧ください。
＜２月定例会の予定＞
２月19日（火）代表質問　　２月22日（金）一般質問　　２月25日（月）一般質問
２月26日（火）一般質問　　２月27日（水）一般質問　　各日の夜に放送予定です。

議 会 の お 知 ら せ

答 問

て
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、

必
要
な
予
算
の

確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議案番号 件　　　　　　　　名 結果

（議員提出）
可　決
可　決
可　決

認　定

可　決

可　決

可　決

承　認

可　決

可　決
可　決
可　決

同　意

会第６号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案
会第７号 滋賀県議会会議規則の一部を改正する規則案
会第８号 滋賀県政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例案
（知事提出）

平成23年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定を
求めることについて　ほか３件

議第160号～
議第162号

議第135号～
議第138号

平成24年度滋賀県一般会計補正予算（第５号） ほか２件

議第163号～
議第176号

滋賀県社会福祉法に基づく婦人保護施設の設備の規模および構造な
らびに運営に関する基準を定める条例案　ほか13件
滋賀県母子家庭等日常生活支援事業に係る負担金および延滞違約金
の請求訴訟の提起につき議決を求めることについて　ほか11件
専決処分につき承認を求めることについて（控訴の提起について）
ほか１件
平成24年度滋賀県一般会計補正予算（第６号） ほか５件

滋賀県職員退職手当条例等の一部を改正する条例案
平成24年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）
滋賀県子育て支援対策臨時特例基金条例の一部を改正する条例案
ほか３件
滋賀県収用委員会委員の任命につき同意を求めることについて　ほ
か３件

議第177号～
議第188号

議第189号～
議第190号

議第191号～
議第196号

議第197号
議第198号

議第199号～
議第202号

議第203号～
議第206号

11月定例会で審議した主な議案

滋
賀
県
で
行
っ
て
き
た
雇

用
政
策
や
子
供
政
策
を
マ
ス

コ
ミ
や
遊
説
を
通
じ
て
全
国
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
滋
賀

県
の
存
在
感
を
ロ
ー
カ
ル
か
ら
ナ

シ
ョ
ナ
ル
に
示
せ
た
と
思
い
ま
す
。

国
へ
の
政
策
提
案
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
国
に
お

い
て
も
真
摯
な
対
応
を
し
て
も
ら

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
に
お
い

て
、
県
は
「
財
政
構
造
改
革
は
一

定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
面
も
あ

り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
巨
額
の

財
源
不
足
が
発
生
し
、
そ
の
拡
大

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
て

い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
に
関
し
て
、
平

成
25
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
、
財
源
不
足
へ
の
対
応
な
ら
び

に
歳
入
確
保
の
取
組
、
特
に
県
資

産
の
利
活
用
に
関
し
て
具
体
的
な

対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

行
財
政
改
革
方
針
に
お
い

て
、
１
５
５
億
円
の
財
源
不
足
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
編
成
方
針

問 答答


